
高齢者施設等の従事者に対する
ＰＣＲ検査の実施について

ＢＤＦ（バイオディーゼル燃料）
の普及について



水や食料品等の備蓄（３日分程度）①

② 自宅や身の回りの災害リスクの確認

③ 避難所や避難経路の確認

今後の大雨への「事前の備え」



○一人ひとりの避難行動を時系列にまとめた
防災行動計画「マイタイムライン」ガイドブック
を県ホームページに掲載。

○概要版を６月中旬までに全世帯に配布。

「マイタイムライン」を作成し、避難行動に活用を！

「命を守る行動の実践」





高齢者施設等従事者へのＰＣＲ検査

感染者を早期に発見し、
クラスター発生の防止を図る

対象：全ての従事者高齢者施設等

ＰＣＲ検査を週１回程度
定期的に受検



ＢＤＦの普及
●県では家庭廃食油から作られる軽油代替燃料「ＢＤＦ（バイオディーゼル

燃料）」の普及を推進

●５月１８日に、県庁で廃食油を約１２０リットル回収

・ＣＯ２排出がゼロカウント
・エネルギーの地産地消や地域循環

『2050年県内ＣＯ２排出実質ゼロ』

【使用例】



ＢＤＦの活用

・災害廃棄物処理施設（八代市内）で、
発電機や重機などに使用（5月25日13時～）

【災害廃棄物処理施設（八代市）】
令和２年7月豪雨災害廃棄物処理連合体（八代市新港町２丁目４番８（九州産廃㈱内） ）

資源の循環復興 温暖化対策


